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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は、I型インターフェロンおよびIL-10ファミリーと遠縁のサイトカインをコードしています。この遺伝子、インターロイキン28A（IL28A）、およびインターロイキン28B（IL28B）は、19q13にマッピングされた染色体領域上でサイトカイン遺伝子クラスターを形成する、密接に関連した3つのサイトカイン遺伝子です。これら3つの遺伝子によってコードされるサイトカインの発現は、ウイルス感染によって誘導されます。これら3つのサイトカインはすべて、インターロイキン10受容体ベータ（IL10RB）およびインターロイキン28受容体アルファ（IL28RA）からなるヘテロ二量体クラスIIサイトカイン受容体と相互作用することが示されています。[RefSeq提供、2008年7月]、機能：免疫調節活性を持つサイトカイン。抗ウイルス免疫において役割を果たす可能性があります。MHCクラスI抗原の発現をアップレギュレーションします。 IL10RBとIL28RAからなるヘテロ二量体クラスIIサイトカイン受容体のリガンド。リガンド/受容体複合体はJak-STAT経路を介してシグナル伝達を行うと考えられる。,誘導：ウイルス感染または二本鎖RNAによる。,オンライン情報：インターロイキン-29の項目,類似性：IL-28/IL-29ファミリーに属する。,
	研究分野
	サイトカイン-サイトカイン受容体相互作用;Jak_STAT;
	画像データ
	

	IL29 抗体を使用した L929 細胞の溶解液のウエスタン ブロット分析。
	

	IL-29ポリクローナル抗体を用いたL929細胞のウェスタンブロット分析。二次抗体は1:20000に希釈された。

